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24 

‘

亡

出

 

女

死

転

 

w Jil金鷲旗争奪大会において 

ミ春秋と連続優勝するノノ 

II川川川~川川廿川川川川川 

毎
年
春
秋
と
金
鷲
旗
争
奪
大
会
が
田
川
 

市
成
導
寺
公
園
で
 13 

チ
ー
ム
参
加
で
午
前
 

九
時
よ
り
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
議
 

振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
昭
和
 54 

年
6
月
 

20 

日
に
金
田
町
少
年
野
球
チ
ー
ム
が
結
成
 

き
れ
て
か
ら
各
種
大
会
に
出
場
し
、
沢
山
 

優
勝
し
て
来
ま
し
た
。
 
こ
れ
も
監
督
及
び
 

父
母
役
員
の
皆
様
方
の
御
協
力
の
賜
と
思
 

い
ま
す
。
 

金
田
町
ジ
ユ
ニ
ア
ー
ク
ラ
プ
は
父
母
の
 

い
う
事
を
良
く
聞
き
、
悪
い
遊
び
は
し
な
 

い
で
礼
儀
正
し
く
一
生
懸
命
勉
強
を
し
て
 

い
ま
す
。
 

ど
う
か
町
民
の
皆
様
ジ
ユ
ニ
ア
ー
ク
ー
フ
 

ブ
に
今
後
共
、
御
声
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
 

い
致
し
ま
す
。
 

議

会

 だ
 
よ
 
り
 

昭
和
五
十
八
年
第
五
回
定
例
 

町
議
会
が
九
月
二
十
六
日
招
集
 

さ
れ
、
三
日
間
の
会
期
に
よ
り
 

諸
議
案
が
慎
重
審
議
さ
れ
、
次
 

の
と
お
り
そ
れ
ぞ
れ
可
決
決
定
 

さ
れ
ま
し
た
。
 

＠
議
案
第
四
十
二
号
 
金
田
町
 

減
債
基
金
条
例
の
一
部
改
正
 

に
つ
い
て
 

（
原
案
可
決
）
 

＠
議
案
第
四
十
三
号
 
金
田
町
 

職
員
定
数
条
例
の
一
部
を
改
 

正
す
る
条
例
に
つ
い
て
 

（
原
案
可
決
）
 

⑥
議
案
第
四
十
四
号
 
金
田
町
 

教
育
委
員
会
委
員
の
選
任
に
 

つ
い
て
 

（
選
任
同
意
）
 

本
町
教
育
委
員
会
委
員
で
あ
 

る
宇
都
宮
英
一
氏
が
本
年
九
 

月
三
十
日
を
以
っ
て
任
期
満
 

了
と
な
る
の
で
、
後
任
者
を
 

選
任
す
る
も
の
で
あ
り
、
つ
 

ぎ
の
者
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
 

住
所
 
金
田
町
大
字
金
田
六
 

六
四
ノ
十
一
一
 

氏
名
 
田
代
 

稔
 

大
正
十
二
年
二
月
五
 

日
生
 

⑥
議
案
第
四
十
五
号
 
専
決
処
 

分
を
報
告
し
承
認
を
求
め
る
こ
 

と
に
つ
い
て
（
原
案
可
決
）
 

⑥
議
案
第
四
十
六
号
専
決
処
分
 

を
報
告
し
承
認
を
求
め
る
こ
と
 

に
つ
い
て
（
原
案
可
決
）
 

⑥
議
案
第
四
十
七
号
決
算
の
認
 

定
に
つ
い
て
（
原
案
可
決
）
 

m
昭
和
五
十
七
年
度
金
田
町
 議

 
会
 
事
 
務
 
局
 

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
 

②
昭
和
五
十
七
年
度
金
田
町
 

同
和
地
区
住
宅
新
築
資
金
 

等
貸
付
事
業
特
別
会
計
歳
 

入
歳
出
決
算
 

⑧
昭
和
五
十
七
年
度
金
田
町
 

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
 

歳
入
歳
出
決
算
 

固
昭
和
五
十
七
年
度
金
田
町
 

老
人
医
療
特
別
会
計
歳
入
 

歳
出
決
算
 

⑤
昭
和
五
十
七
年
度
金
田
町
 

水
道
事
業
会
計
決
算
 

⑥
昭
和
五
十
七
年
度
金
田
町
 

簡
易
水
道
特
別
会
計
歳
入
 

歳
出
決
算
 

⑥
議
案
第
四
十
八
号
訴
訟
の
和
 

解
に
つ
い
て
 

（
原
案
可
決
）
 

⑥
議
案
第
四
十
九
号
昭
和
五
十
 

八
年
度
金
田
町
財
政
再
建
計
画
 

の
変
更
に
つ
い
て
 （

原
案
可
決
）
 

⑥
議
案
第
五
＋
号
昭
和
五
十
八
 

年
度
金
田
町
一
般
会
計
補
正
予
 

算
（
第
一
号
）
に
つ
い
て
補
正
 

額
一
〇
六
、
〇
二
二
千
円
 

（
原
案
可
決
）
 

⑥
議
案
第
五
十
一
号
昭
和
五
十
 

八
年
度
金
田
町
同
和
地
区
住
宅
 

新
築
資
金
等
貸
付
事
業
特
別
会
 

計
補
正
予
算
（
第
一
号
）
に
つ
 

い
て
補
正
額
三
〇
、
〇
六
七
千
 

円
 

（
原
案
可
決
）
 

⑥
議
案
第
五
十
二
号
昭
和
五
十
 

八
年
度
金
田
町
老
人
医
療
特
別
 

会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）
に
 

文 ① 
h 、生tし人 い御の化 昭I 
1 

I 

つ
い
て
補
止
額
二
、
二
八
〇
千
 

円
 

（
原
案
可
決
〕
 

⑥
議
案
第
五
十
三
号
昭
和
五
十
 

八
年
度
金
田
町
水
道
事
業
会
計
 

予
算
に
つ
い
て
 

（
原
案
可
決
）
 

暫
定
予
算
が
本
予
算
に
組
み
か
 

え
ら
れ
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
 

予
算
総
額
一
一
九
、
三
六
九
千
 

円
 

⑥
議
案
第
五
十
四
号
昭
和
五
十
 

八
年
度
金
田
町
簡
易
水
道
特
別
 

会
計
予
算
に
つ
い
て
 

（
原
案
可
決
）
 

暫
定
予
算
が
本
予
算
に
組
み
か
 

え
ら
れ
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
 

予
算
総
額
五
八
、
三
九
一
千
円
 

⑥
請
願
、
陳
情
書
の
審
議
 

0
健
康
保
険
制
度
の
「
改
革
 

i 

、 

昭
和
五
十
八
年
十
一
月
 

金
田
町
民
会
館
に
お
い
て
文
 

化
祭
を
盛
大
に
開
催
致
し
ま
す
 

の
で
、
町
民
の
皆
様
方
は
多
数
 

御
参
観
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
 

い
し
ま
す
。
 

尚
、
文
化
祭
に
出
品
さ
れ
る
 

人
は
、
ご
遠
慮
 

な
く
出
品
さ
れ
 

ま
す
よ
う
お
願
 

い
し
ま
す
。
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撤
回
を
求
め
る
陳
情
書
 

（
採
択
）
 

e
国
有
林
に
お
け
る
林
業
用
 

薬
剤
の
使
用
中
止
を
求
め
 

る
請
願
書
（
産
経
委
員
会
 

に
付
託
継
続
審
査
）
 

O

「
駅
無
人
化
、
貨
物
、
荷
 

物
の
取
扱
駅
廃
止
に
反
対
 

す
る
決
議
」
 
に
関
す
る
請
 

願
 

（
採
択
）
 

⑥
意
見
書
の
審
議
 

O
医
療
保
険
制
度
改
悪
反
対
 

に
関
す
る
意
見
書
 

（
決
定
）
 

0
駅
無
人
化
、
貨
物
、
荷
物
 

の
取
扱
駅
廃
止
に
反
対
す
 

る
意
見
書
（
決
定
）
 以

上
 

十
ニ
日
 
（土） 

十

三

日

 
（
日
）
 

午
前
九
時
よ
り
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町
 

田
 

金
 

第
 12 

回
 
田
川
郡
子
ど
も
会
 

親

善

ス

ポ

ー

ツ

大

会

 

田
川
郡
子
ど
も
会
相
互
の
融
 

和
と
親
睦
を
は
か
り
、
さ
ら
に
 

郷
土
愛
の
精
神
及
び
社
会
性
を
 

育
て
、
青
少
年
の
健
全
育
成
を
 

は
か
る
こ
と
を
趣
旨
と
し
、
さ
 

る
8
月
 28 

日
香
春
町
で
田
川
郡
 

子
ど
も
会
親
善
ス
ポ
ー
ッ
大
会
 

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
 

男
子
の
部
 

（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
）
 

優
勝
 
添
田
町
 

女
子
の
部
 

（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
）
 

優
勝
 
金
田
町
 

女
子
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
優
勝
 

そ
 
の
 
一
杯
 

一
層
冒
」
山
舞
」
 

国
民
年
金
は
、
と
し
を
と
っ
 

た
り
、
病
気
や
ケ
ガ
で
障
害
者
 

と
な
っ
た
り
、
夫
と
死
別
し
て
 

母
子
家
庭
に
な
っ
た
と
き
な
ど
 

に
年
金
を
支
給
し
て
生
活
の
安
 

定
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
と
し
 

て
い
ま
す
。
 

加
入
の
対
象
と
な
る
人
 

国
内
に
住
所
が
あ
る
 20 

才
か
 

ら
 59 

才
ま
で
の
人
で
、
次
の
よ
 

う
な
人
た
ち
が
国
民
年
金
の
加
 

入
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
 

⑥
必
ず
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
 

な
い
人
（
強
制
加
入
者
）
 

0
厚
生
年
金
な
ど
に
加
入
し
て
 

い
な
い
人
（
農
業
者
、
大
工
 

左
官
、
日
雇
、
無
職
の
人
と
そ
 

の
配
偶
者
）
 

e
希
望
に
よ
り
加
入
で
き
る
人
 

（
任
意
加
入
者
）
 

⑥
厚
生
年
金
等
が
あ
る
人
の
配
 

偶
者
 

⑥
年
金
や
恩
給
を
受
け
て
い
る
 

人
や
、
受
け
る
資
格
の
あ
る
人
 

と
そ
の
配
偶
者
 

⑥
議
員
と
そ
の
配
偶
者
 

⑥
昼
間
部
の
大
学
生
 

加
入
の
手
続
き
は
役
場
へ
 

国
民
年
金
加
入
の
手
続
は
 

印
か
ん
持
参
の
上
、
金
田
役
場
 

国
民
年
金
係
で
す
ぐ
で
き
ま
す
 

保
険
料
の
納
め
方
と
免
除
 

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
1
 

ケ
月
5
8
3
0
円
を
役
場
に
納
 

付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
 

希
望
に
よ
り
付
加
保
険
料
、
1
 

ケ
月
4
0
0
円
を
加
算
納
付
す
 

れ
ば
よ
り
多
く
の
年
金
を
受
給
 

で
き
ま
す
。
国
民
年
金
の
強
制
 

加
入
者
で
生
活
が
苦
し
く
て
保
 

険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
な
 

い
人
（
母
子
家
庭
、
身
障
家
 

庭
、
保
護
家
庭
、
無
職
の
家
庭
 

等
）
は
、
保
険
料
免
除
の
制
度
 

が
あ
り
ま
す
の
で
安
心
し
て
役
 

場
年
金
係
へ
御
相
談
下
さ
い
。
 

国
民
年
金
で
受
け
ら
れ
る
 

年
金
の
種
類
と
年
金
額
 

0
老
令
年
金
 

※
 25 

年
以
上
保
険
料
を
納
め
た
 

人
が
 65 

才
な
っ
た
と
き
。
 

25 

年
納
付
の
場
合
 

年
金
額
5
6
5
5
0
0
円
 

※
 30 

年
納
付
の
場
合
 

年
金
額
6
7
8
6
0
0

円
 

※
 40 

年
納
付
の
場
合
 

年
金
額
9
0
4
8
0
0
円
 

e
通
算
老
令
年
金
 

年
金
額
 
納
付
月
数
に
よ
る
 

田
障
害
年
金
 

最
近
の
1
年
以
上
保
険
料
を
 

納
め
て
い
る
か
又
は
3
年
以
上
 

の
免
除
期
間
が
あ
る
人
が
重
い
 

病
気
ゃ
ケ
ガ
の
た
め
日
常
生
活
 

が
十
分
に
で
き
な
い
状
態
に
な
 

っ
た
と
き
支
給
さ
れ
ま
す
。
 

年
金
額
 
年
令
に
関
係
な
く
 

「
ー
国
土
調
査
に
こ
協
力
を
 
岡
 

一 

一 

振
興
課
国
土
調
査
係
I
ー
 

＠
 
地
籍
調
査
の
目
的
 

地
籍
調
査
の
目
的
は
、
ま
ず
 

地
籍
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
 

福
祉
国
家
建
設
に
必
要
な
各
種
 

の
施
策
を
円
滑
に
推
進
す
る
こ
 

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
ら
し
め
 

る
こ
と
で
す
。
す
な
わ
ち
、
施
 

策
の
計
画
、
実
施
に
関
係
あ
る
 

土
地
の
実
態
が
正
し
く
把
握
き
 

れ
、
い
つ
で
も
必
要
な
デ
ー
タ
 

が
容
易
に
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
 

つ
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
 

例
え
ば
、
農
地
の
集
団
化
を
は
 

か
る
に
し
て
も
、
農
業
の
共
同
 

経
営
を
推
進
す
る
た
め
に
も
、
 

ま
た
、
産
業
道
路
、
鉄
道
等
の
 

運
輸
交
通
施
設
の
開
発
、
改
善
 

を
は
か
る
に
も
関
係
用
地
の
実
 

態
が
克
明
に
、
正
し
く
把
握
さ
 

れ
て
い
な
け
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
 

目
的
を
有
効
に
果
す
こ
と
が
で
 

き
ま
せ
ん
。
 

と
こ
ろ
で
、
地
籍
調
査
の
目
 

的
を
説
明
す
る
に
あ
た
り
ま
し
 

て
、
ま
ず
、
社
会
経
済
の
変
動
 

に
伴
い
新
た
に
生
じ
た
地
籍
の
 

明
確
化
の
要
請
に
つ
い
て
、
少
 

し
説
明
を
加
え
ま
す
。
 

近
年
の
わ
が
国
に
お
け
る
社
 

会
経
済
の
変
動
は
、
き
わ
め
て
 

激
し
い
も
の
で
し
た
。
そ
し
て
 

他
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
け
る
 

と
同
様
に
、
そ
の
変
動
は
、
地
 

籍
問
題
に
も
大
き
な
影
響
を
与
 

え
ず
に
は
お
き
ま
せ
ん
で
し
た
 

iβ 

人
ロ
の
都
市
へ
の
集
中
、
地
価
 

の
高
騰
、
社
会
資
本
の
充
実
、
 

民
間
設
備
投
資
の
拡
大
等
が
、
 

土
地
所
有
者
層
の
大
交
替
、
土
 

地
の
細
分
割
及
び
権
利
の
細
分
 

化
、
土
地
の
立
体
利
用
等
の
現
 

象
を
生
み
出
し
、
土
地
に
つ
い
 

て
の
所
有
の
形
態
や
利
用
の
態
 

様
は
、
か
つ
て
と
は
全
く
そ
の
 

様
相
を
異
に
す
る
に
い
た
つ
た
 

の
で
す
。
 

従
来
に
お
い
て
は
．
村
落
や
 

集
落
等
の
昔
か
ら
存
す
る
地
域
 

社
会
が
形
成
さ
れ
て
い
て
、
そ
 

の
地
域
内
の
土
地
は
す
べ
て
構
 

成
員
に
よ
つ
て
熟
地
さ
れ
て
お
 

り
、
各
筆
の
土
地
の
筆
界
及
び
 

そ
の
支
配
関
係
が
構
成
員
全
員
 

の
い
わ
ば
社
会
的
承
認
の
上
に
 

な
り
た
つ
て
い
ま
し
た
。
換
言
 

す
れ
ば
、
社
会
構
成
員
の
全
員
 

が
そ
の
正
し
い
位
置
（
従
来
か
 

ら
承
認
さ
れ
て
き
た
位
置
）
を
 

証
言
し
う
る
状
熊
に
あ
り
ま
し
 

た
。
ま
た
従
来
に
お
い
て
は
、
 

各
筆
の
土
地
に
つ
い
て
、
そ
の
 

利
用
形
態
に
伴
っ
て
設
け
ら
れ
 

た
畦
畔
、
石
垣
、
側
溝
、
塀
等
 

の
設
置
物
が
、
長
期
間
変
わ
る
 

こ
と
な
く
維
持
さ
れ
て
い
ま
し
 

た
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
資
料
が
 

土
地
の
区
画
を
確
認
す
る
物
証
 

と
し
て
の
機
能
を
果
し
て
い
ま
 

し
た
。
 

こ
の
よ
う
に
、
地
域
社
会
に
 

お
け
る
人
証
と
土
地
形
質
上
の
 

物
証
と
が
存
在
す
る
状
態
に
お
 

い
て
は
、
不
動
産
登
記
簿
や
地
 

図
が
必
ず
し
も
完
全
に
整
備
き
 

れ
て
い
な
く
て
も
、
現
地
に
お
 

い
r

地
籍
の
確
定
が
で
き
、
実
 

際
上
、
こ
と
足
り
た
の
で
す
．
 

し
か
し
、
近
年
の
激
し
い
社
 

会
経
済
の
変
動
は
、
人
口
の
都
 

市
集
中
化
を
招
来
し
、
大
都
市
 

及
び
そ
の
周
辺
地
域
に
お
け
る
 

過
密
問
題
並
び
に
山
村
地
域
に
 

お
け
る
過
疎
問
題
を
生
じ
る
に
 

到
り
ま
し
た
。
か
よ
う
な
地
域
 

に
お
い
て
は
、
と
て
も
前
述
し
 

た
地
域
社
会
を
構
成
す
る
人
々
 

の
地
籍
に
つ
い
て
の
承
認
関
係
 

を
維
持
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
 

す
。
更
に
、
近
年
の
土
地
の
開
 

発
に
よ
り
、
従
来
の
土
地
の
形
 

質
は
一
変
さ
れ
、
か
っ
て
土
地
 

の
区
画
を
確
認
す
る
機
能
を
果
 

し
て
い
た
畦
畔
、
石
垣
等
の
設
 

置
物
は
、
崩
壊
さ
れ
つ
つ
あ
り
 

ま
す
。
す
な
わ
ち
、
社
会
経
済
 

の
変
動
に
伴
い
、
地
域
社
会
に
 

お
け
る
構
成
員
に
よ
る
地
籍
の
 

承
認
関
係
や
土
地
形
質
上
の
物
 

証
に
よ
る
地
籍
の
現
地
に
お
け
 

る
確
認
は
、
も
は
や
期
待
し
得
 

な
く
な
つ
て
い
ま
す
。
 

従
つ
て
、
現
地
に
お
け
る
人
 

証
、
物
証
に
依
存
で
き
な
く
な
 

つ
て
い
る
状
熊
に
お
い
て
、
地
 

籍
を
確
認
す
る
た
め
に
は
、
正
 

確
な
地
図
と
簿
冊
の
整
備
に
よ
 

る
ほ
か
方
法
が
な
く
な
っ
た
わ
 

け
で
す
。
 

勿
論
地
籍
の
明
確
化
に
よ
り
 

一
、
公
租
、
公
課
等
の
負
担
の
 

公
平
化
 

一
、
農
林
業
の
経
営
合
理
化
の
 

た
め
の
基
礎
資
料
の
整
備
 

一
、
そ
の
他
、
土
地
行
政
全
般
 

、、、、・・、．・『、．．、・ミ、、、ミ、、、、、、、、、、、、、、、、，．、、、、・・、、・・ミ、、、、」ぐぐ 
、、、ミ 
、、、奄、、、、、、．・、、．．、、 

わ
 
る
 
勇

気

 が
 

事

故

を

 断
 
つ
 

一
級
、
7
0
3
5
0
0
円
 

二
級
、
5
6
2
8
0
0
円
 

0
母
子
年
金
 

夫
の
死
亡
当
時
、
最
近
の
1
 

年
以
上
保
険
料
を
納
め
て
い
る
 

か
3
年
以
上
の
免
除
期
間
の
あ
 

る
妻
が
 18 

才
未
満
（
障
害
者
の
 

と
き
は
 20 

才
未
満
）
の
子
供
を
 

養
育
し
て
い
る
と
き
支
給
さ
れ
 

ま
す
。
 

年
金
額
 

※
子
供
1
人
の
と
き
 

5
6
2
8
0
0
円
 

※
子
供
2
人
の
と
き
 

6
2
2
8
0
0
円
 

※
子
供
3
人
の
と
き
 

6
4
6
8
0
0
円
 

田
準
母
子
年
金
 

最
近
1
年
以
上
保
険
料
を
納
 

め
て
い
る
か
又
は
3
年
以
上
の
 

免
除
期
間
の
あ
る
女
の
人
が
、
 

夫
や
息
子
を
亡
く
し
、
 
18 

才
未
 

満
（
障
害
者
の
と
き
は
 20 

才
未
 

満
）
の
孫
、
弟
妹
と
生
活
し
て
 

い
る
と
き
支
給
さ
れ
ま
す
。
 

年
金
額
 
母
子
年
金
と
同
じ
 

の
遺
児
年
金
 

最
近
の
1
年
以
上
保
険
料
を
 

納
め
て
い
る
父
や
母
が
死
亡
し
 

18 

才
未
満
（
障
害
者
の
と
き
は
 

20 

才
未
満
）
が
の
こ
さ
れ
た
と
 

き
支
給
さ
れ
ま
す
。
 

年
金
額
、
母
子
年
金
と
同
じ
 

O
寡
婦
年
金
（
未
亡
人
）
 

10 

年
以
上
結
婚
（
内
縁
も
含
 

む
）
生
活
を
し
て
い
た
夫
が
、
 

老
令
年
金
を
受
け
る
資
格
が
あ
 

り
な
が
ら
年
金
を
受
け
る
前
に
 

死
亡
し
た
と
き
そ
の
妻
に
 60 

才
 
3
年
以
上
5
年
未
満
の
人
 

か
ら
 65 

才
に
な
る
ま
で
の
間
支
 

最
高
1

、
3
0
0

、
0
0
0
円
 

給
さ
れ
ま
す
。
 

5
年
以
上
 15 

年
未
満
の
人
 

年
金
額
、
夫
が
受
け
る
は
ず
 

で
あ
っ
た
年
金
額
の
半
額
。
 

。
死
亡
一
時
金
 

3
年
以
上
保
険
料
を
納
め
た
 

人
が
，
年
金
を
受
け
ず
に
死
亡
 

し
た
と
き
そ
の
遺
族
に
支
給
さ
 

れ
ま
す
。
 

死
亡
一
時
金
の
額
 

最
底
2
3
0
0
0

円
か
ら
、
 

最
高
5
2
0
0
0

円
ま
で
 

④
未
支
給
年
金
 

年
金
の
受
給
権
者
が
死
亡
し
 

た
場
合
、
そ
の
死
亡
者
に
支
給
 

す
べ
き
で
あ
っ
た
年
金
を
そ
の
 

遺
族
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
 

国
民
年
金
の
特
典
 

④
保
険
料
は
、
税
金
の
所
得
控
 

除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
 

※
保
険
料
は
、
社
合
保
険
料
控
 

除
と
し
て
、
所
得
か
ら
さ
し
 

引
い
て
も
ら
え
ま
す
か
ら
、
 

年
末
調
整
や
、
確
定
申
告
の
 

と
き
、
忘
れ
ず
に
申
告
し
て
 

下
さ
い
。
 

＠
低
利
な
住
宅
資
金
が
借
り
ら
 

れ
ま
す
。
 

※
国
民
年
金
の
保
険
料
を
3
年
 

以
上
納
め
て
い
る
人
は
、
納
 

め
た
期
間
に
応
じ
て
、
家
屋
 

の
新
築
資
金
（
土
地
代
も
含
 

む
）
が
年
利
6
％
で
、
住
宅
 

金
融
公
庫
の
資
金
と
合
せ
て
 

借
り
ら
れ
ま
す
。
 

保
険
料
を
納
め
た
期
間
が
、
 

最
高
2

、
2
0
0

、
0
0
0
円
 

15 
年
以
上
の
人
 

最
高
3
、
0
0
0
、
0
0
0
円
 

※
い
ず
れ
の
期
間
と
も
厚
生
年
 

金
の
加
入
期
間
を
含
め
る
こ
 

と
が
で
き
ま
す
。
 

の
年
金
を
受
け
て
い
る
人
は
お
 

金
を
借
り
ら
れ
ま
す
。
 

※
す
で
に
年
金
を
受
け
て
い
る
 

人
は
、
そ
の
年
金
権
を
担
保
 

に
年
金
額
の
1
、
5
信
以
内
 

で
最
低
1
0
0
、
0
0
0
円
 

か
ら
、
最
高
1
 、
6
0
0
、 

0
0
0

円
借
入
れ
が
で
き
ま
 

す。 
⑥
銀
行
、
信
用
金
庫
に
問
合
 

せ
下
き
い
。
 

〇
安
い
料
金
で
国
民
年
金
の
施
 

設
を
利
用
で
き
ま
す
。
 

全
国
各
地
に
国
民
年
金
の
保
 

養
セ
ン
タ
ー
、
温
泉
セ
ン
タ
ー
 

が
あ
り
ま
す
の
で
、
国
民
年
金
 

の
加
入
者
，
年
金
受
給
者
は
誰
 

で
も
利
用
で
き
ま
す
。
家
族
旅
 

行
や
、
老
人
旅
行
、
グ
ル
ー
プ
 

旅
行
に
便
利
で
す
。
 

※
各
施
設
と
も
、
1
泊
2
食
付
 

3
、
5
0
0

円
か
ら
5

、
0
0
0
 

円
程
度
で
す
。
 

＠
く
わ
し
く
は
、
役
場
に
パ
 

ン
フ
レ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
の
で
 

間
い
合
せ
下
さ
い
。
 

『
共
同
募
金
』
の
お
願
い
 

‘散、 

金

田

町

社

会

 

‘鳶、 

福

祉

協

議

会

 

野
山
も
す
っ
か
り
秋
景
色
と
 

な
り
ま
し
た
。
 

毎
年
、
共
同
募
金
の
御
協
力
 

あ
り
が
と
う
こ
ざ
い
ま
す
。
 

今
年
も
ま
た
「
や
さ
し
さ
を
 

隣
人
に
」
と
言
う
テ
ー
マ
の
も
 

と
、
こ
の
十
月
一
日
よ
り
、
共
 

同
募
金
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
 

な
り
ま
し
た
。
 

当
町
で
は
、
こ
の
募
金
を
敬
 

老
会
の
記
念
品
や
子
供
の
危
険
 

防
止
の
た
め
の
看
板
・
老
人
対
 

築
や
長
期
入
院
患
者
の
激
励
、
 

各
種
福
祉
団
体
の
育
成
等
に
利
 

用
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
 

私
達
の
手
で
，
明
る
い
住
み
 

よ
い
地
域
社
会
を
つ
く
る
た
め
 

に
温
い
お
も
い
や
り
を
お
寄
せ
 

下
さ
い
。
 

本
年
も
共
同
募
金
の
主
旨
を
 

ご
理
解
い
た
だ
き
、
募
金
運
動
 

に
対
し
皆
様
の
一
層
の
御
支
援
 

御
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
 

す。 尚
、
後
日
組
長
及
び
婦
人
会
 

の
支
部
長
さ
ん
方
が
共
同
募
金
 

の
お
願
い
に
あ
が
り
ま
す
の
で
 

そ
の
節
は
宣
し
く
ご
協
力
下
き
 

い
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
 

の
合
理
化
、
効
率
化
 

が
図
ら
れ
る
こ
と
は
当
然
の
こ
 

と
で
す
。
皆
様
の
ご
協
力
と
ご
 

理
解
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
 

あ
り
が
と
う
 

C
ざ
い
ま
し
た
 

社
会
福
祉
協
議
会
へ
 

（
香
典
返
し
）
 

原
 

一
利
 

中
村
ナ
ミ
コ
 

七
田
 

政
六
 

日
高
 
順
子
 

鶴
田
キ
ョ
子
 

吉
田
 

龍一一 

（
初
盆
返
し
）
 

久
米
シ
ツ
ユ
 

殿殿殿殿殿殿 殿
 

（
寄
付
）
 

金
田
町
商
工
会
青
年
部
 

（
謝
礼
）
 

の
り
 

上
原
 

一
矩
 

殿
 

教
育
後
援
会
へ
 

政
光
 
幸
子
 
殿
 

兼
本
 

修
 
殿
 

右
の
方
か
ら
御
寄
付
を
い
た
 

だ
き
ま
し
た
の
で
、
有
意
義
に
 

使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

救
急
医
療
体
制
に
 

御
理
解
と
御
協
力
を
ク
 

廿
保
健
係
廿
 

福
岡
県
で
は
、
市
町
村
、
消
 

防
署
、
医
師
会
及
び
関
係
医
療
 

機
関
の
協
力
を
得
て
、
い
つ
で
 

も
、
ど
こ
で
も
、
安
心
し
て
医
 

療
を
受
け
ら
れ
る
救
急
医
療
体
 

制
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
 

救
急
医
療
に
は
、
い
つ
、
ど
 

こ
で
発
生
す
る
か
予
測
出
来
な
 

い
事
故
や
病
気
に
対
し
、
即
時
 

に
し
か
も
万
全
の
対
応
が
せ
ま
 

ら
れ
る
と
い
う
困
難
性
が
あ
り
 

ま
す
。
特
に
休
日
や
時
間
外
、
 

夜
間
な
ど
は
普
通
の
診
療
時
間
 

と
異
な
り
、
人
手
不
足
な
ど
で
 

苦
労
す
る
場
合
が
多
い
の
で
す
 

行
政
機
関
や
、
医
療
関
係
者
も
 

今
後
さ
ら
に
救
急
医
療
体
制
の
 

充
実
に
努
力
し
ま
す
が
、
県
民
 

の
皆
さ
ん
も
左
記
の
点
に
御
留
 

意
の
上
、
救
急
医
療
体
制
に
対
 

す
る
御
理
解
と
御
協
力
を
お
願
 

い
し
ま
（
。
 

0
日
頃
か
ら
自
分
の
健
康
は
自
 

分
で
、
家
族
の
健
康
は
家
庭
で
 

守
り
ま
し
ょ
う
。
 

e
い
ざ
、
と
云
う
時
の
た
め
に
 

正
し
い
応
急
手
当
て
の
知
識
を
 

身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。
 

田
休
日
の
当
番
医
を
た
し
か
め
 

て
お
き
ま
し
ょ
う
。
 

0
急
病
以
外
は
診
療
時
間
内
に
 

受
診
し
ま
し
ょ
う
】
 

日
救
急
車
の
安
易
な
利
用
は
さ
 

け
ま
し
ょ
う
．
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I 

十

月

詠

草

 

友
清
 
隆
雄
 

暗
き
雲
や
う
や
く
は
れ
て
茜
 

へ
 

さ
す
 

福
智
嶺
の
上
に
師
の
 

葡
ぼ
 

顔
在
す
 

菊
地
 

一
枝
 

精
一
ぱ
い
生
き
来
て
縁
に
娘
 

ら
と
 

見
上
ぐ
る
今
日
の
月
 

す
が
す
が
し
 

福
田
 

昌
 

い
か
な
ら
む
病
の
癒
え
し
人
 

た
ち
か
 
御
願
成
就
の
旗
並
 

び
た
つ
 

千
手
佐
起
子
 

散
歩
す
る
昼
の
小
道
に
風
吹
 

け
ば
 

夫
の
マ
フ
ラ
ー
を
整
 

へ
て
や
る
 

阿
部
 
重
宏
 

平
凡
な
老
の
ひ
と
日
が
終
は
 

り
し
と
 

日
記
に
誌
し
眼
鏡
 

を
拭
ふ
 

高
木
美
代
子
 

と

も

し

び

う

つ

 

ほ
の
ぐ
ら
き
灯
に
映
る
花
の
 

い
ろ
 

枢
の
兄
と
】
夜
明
か
 

し
ぬ
 

楽
し
き
は
俗
事
を
は
な
れ
歌
 

う

た

 藤
林
 
俊
信
 

ら
と
 

短
歌
の
こ
と
な
ど
 

話
し
あ
ふ
と
き
 福

原
 
照
子
 

新
築
の
家
よ
り
帰
へ
り
し
母
 

と
吾
子
 
膳
の
に
ぎ
は
ひ
の
 

さ
工
ま
 

状
を
伝
ふ
る
 

公
民
館
短
歌
教
室
一
 

藤
本
 
唯
彦
 

ガ
ラ
ス
戸
に
雪
ふ
り
か
か
り
 

消
ゆ
る
さ
ま
 
見
つ
つ
タ
べ
 

久
々
に
親
子
三
人
連
れ
立
ち
 

れ

ん

げ

 

の
父
の
粥
た
く
 

井
手
元
智
恵
子
 

れ

ん

げ

 

て
歩
く
野
道
に
蓮
華
草
が
や
 

さ
し
 

田
代
 

稔
 

ふ
つ
ふ
つ
と
同
じ
思
ひ
を
く
 

り
返
し
 
走
る
朝
の
道
は
長
 

か
り
 

山
口
 
倭
子
 

飢
え
ぬ
ほ
ど
洩
ら
さ
ぬ
ほ
ど
 

が
良
き
と
ふ
茶
の
席
に
 
着
 

飾
り
し
女
が
並
び
て
坐
る
 

中
村
 
繁
生
 

か
る
が
る
し
く
物
言
ふ
こ
と
 

も
風
潮
か
 
多
勢
の
中
に
た
 

だ
黙
し
を
り
 

室
 

k
ーョ 

か
ず
し
れ
ぬ
無
縁
沸
の
ま
つ
 

ら
れ
し
 
念
悌
寺
に
御
詠
歌
 

き
こ
ゆ
 

岡
野
富
司
生
 

大
い
な
る
神
の
力
か
ー
ど
き
 

に
北
国
の
春
の
山
々
燃
ゆ
る
 

小
野
ト
メ
子
 

い
さ
か
ひ
し
重
き
心
を
断
ち
 

た
し
と
 
タ
ぐ
れ
の
町
に
友
 

を
た
づ
ぬ
る
 

久
保
 
恵
子
 

木
彫
展
に
出
品
せ
む
と
励
み
 

る
る
 

夫
の
傍
に
子
も
ポ
ー
 

ズ
と
る
 

金
田
町
老
人
ク
ラ
ブ
 

俳
句
・
短
歌
 
同

好

会

 

《

俳

 
句

》

 

辰
島
宗
一
 

年
長
者
ゲ
ト
ボ
ー
ル
で
年
新
た
 

岩
野
勝
義
 

高
野
筆
お
ろ
し
初
め
に
賀
状
 

書
く
 

克
 
芳
 

渡
り
鳥
小
枝
に
つ
、
く
木
守
柿
 

政
 
子
 

七
草
と
つ
ま
れ
る
前
の
 

野
草
か
な
 

鳥
越
美
枝
 

湯
豆
腐
の
そ
g

ろ
に
恋
し
 

初
時
雨
 

岡
本
勝
次
郎
 

銀
杏
の
実
拾
ふ
寺
苑
の
石
畳
 

岡
本
清
子
 

時
雨
る
、
や
パ
ン
焼
く
匂
ひ
 

一
一
階
ま
で
 

《

短

 
歌

》

 

鳥
越
美
枝
 

散
る
紅
葉
燃
え
極
ま
り
て
 

様
ぐ
に
 

平
群
の
山
の
冬
陽
明
る
し
 

お
礼
の
言
葉
 

相
部
孝
子
様
 

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
に
香
典
返
 

し
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
有
 

意
儀
に
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
 

ま
す
厚
く
お
礼
申
上
げ
ま
す
。
 

金
田
町
老
人
ク
ラ
ブ
 

連
合
会
 

第
三
回
金
田
町
短
歌
大
会
 

参

加

作

品

募

集

 

ノ
ー
、
（
、
、
ノ
ー
、
）
，
く
I
・・、、I
ー
、
〈
、
、
‘
‘
ー
 

金

田

町

短

歌

教

室

 

野
に
山
に
柔
ら
か
な
陽
差
が
 

こ
の
秋
に
あ
た
り
金
田
町
短
 

ふ
り
圧
ぐ
頃
と
な
り
ま
し
た
。
 

歌
教
室
で
は
中
央
公
民
館
の
後
 

田
園
の
稲
も
や
が
て
黄
金
色
の
 
援
の
も
と
に
、
第
三
回
金
田
町
 

穂
を
稔
ら
せ
る
こ
と
で
し
よ
う
 
短
歌
大
会
を
左
記
に
よ
り
開
催
 

人
々
の
心
も
和
や
か
に
、
生
 
致
し
ま
す
の
で
、
開
催
要
領
を
 

き
る
歓
び
を
味
あ
う
好
季
節
で
 
御
覧
の
上
多
数
の
方
が
御
気
軽
 

す。 

に
参
加
さ
れ
ま
す
よ
う
御
案
内
 

金
田
町
老
人
ク
ラ
ブ
 

俳

句

・

短

歌

愛

好

会

 

（俳） 

（句） 
岩
野
 
勝
義
 

梨
を
喰
う
孫
の
口
よ
り
 

雫
く
落
つ
 

克
芳
 

百
倍
の
虫
に
集
る
蟻
の
列
 

鳥
越
 
美
枝
 

秋
燕
の
か
な
し
き
ま
で
に
 

高
く
溺
ぶ
 

落
し
水
 

岡
本
 
清
子
 

一
の
橋
二
の
橋
渡
り
花
菖
蒲
 

無
記
名
 

幸
子
 
子
育
て
の
観
音
ま
ぶ
し
雲
の
峰
 

赤
ト
ン
ボ
微
風
に
の
り
て
 

羽
根
や
す
め
 

マ
サ
 

打
水
に
あ
わ
れ
流
る
、
 

蟻
の
道
 

宗
ー
 

ナ
イ
タ
ー
で
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
 

の
木
の
葉
髪
 

（短） 

（歌） 
鳥
越
 
美
枝
 

秋
雨
の
軒
端
の
雫
き
、
な
が
ら
 

泌
に
想
ふ
さ
か
り
住
む
娘
を
 

克
芳
 

岡
本
勝
次
郎
 
四
国
路
に
つ
か
れ
し
旅
の
 

照
り
返
す
伽
藍
の
屋
根
や
 

足
を
止
め
し
み
じ
み
と
見
る
 

致
し
ま
す
。
 

開
催
要
領
 

一
、
参
加
資
格
 

老
、
若
、
男
、
女
を
間
 

い
ま
せ
ん
 

初
め
て
の
方
歓
迎
 

二
、
応
募
作
品
 

一
人
二
首
以
内
、
＋
一
月
五
 

日
締
切
 

三
、
申
込
先
 

金
田
町
中
央
公
民
館
又
は
 

藤
林
俊
信
、
田
代
稔
、
山
口
 

倭
子
、
阿
部
重
宏
宛
、
電
話
 

葉
書
、
持
参
 

四
、
開
催
期
日
 

五
十
八
年
＋
一
月
＋
三
日
 

日
曜
日
 

五
、
発
表
 

金
田
町
報
一
月
号
 

黒
潮
の
色
 

お
礼
の
こ
と
ば
 

大
井
久
続
様
 

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
に
香
典
返
 

し
を
い
た
タ
き
ま
し
た
の
で
有
 

意
儀
に
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
 

ま
す
厚
く
お
礼
申
上
げ
ま
す
。
 

老
人
ク
ラ
プ
連
合
会
 

猪
又
好
造
様
 

快
気
祝
と
し
て
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
 

用
タ
イ
ム
計
を
寄
贈
下
さ
い
ま
 

し
た
事
厚
く
お
礼
申
し
ま
す
。
 

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
愛
好
者
 

代
表
 
岩
野
 
勝
義
 

'') 種別 事 業 名 期 日 日 数 参 加 対 象 募集人員 備 考 

'1 特別 
英彦山の紅葉と 

史跡を訪ねて 
n 月2日（水）~3日（木） 1泊2日 一般（中学生以上） 100名 ス

キ
ー
不
可
の
と
き
 

一
週
間
延
期
 

ス
キ
ー
可
の
と
き
 

前
日
申
込
可
 

2
 

3
 

主催 学校・集団宿泊担当者 
研修 

1月11日（水）~13日（金） 2泊3日 
中学校・高校・大学・各種学校 
専修学校などの集団宿泊研修担当者 100名 

主催 青年団体交歓のっどい 2月 4日（土）~5日（日） 1泊2日 青年団・青年学級・教室 
4H クラブ・サークル等 100名 

4
」 
特別 

青年の家スキー研修 
・青年の家スキー教室 閥舘こ3i嬬日) 1泊2日 一般（中学生以上） 503~ 

にu 特別 歳時に係る催し 随時実施する 当日入所団体 

9824-01 福岡県田川郡添田町大字英彦山 TEL 09418-5-0 1 0 1（代表） 

福
岡
県
立
英
彦
山
青
年
の
家
 

主

催

事

業

あ

ん

な

い

 

昭
和
 58 

年
度
 


